
蒲
郡
市
で
は
、
平
成
11
年
度
末
か
ら

国（
総
務
省
）
が
示
し
た
方
法
に
沿
っ

て
普
通
会
計（
＊
1
）
の
バ
ラ
ン
ス

シ
ー
ト
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
今
号
で

は
、
初
め
て
作
成
し
ま
し
た
行
政
コ
ス

ト
計
算
書
と
あ
わ
せ
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

（
＊
1
）

普
通
会
計
の
範
囲
は
、
一
般
会
計
、
土
地
区
画

整
理
事
業
特
別
会
計
の
一
部
お
よ
び
公
共
用

地
対
策
事
業
特
別
会
計
で
、
市
の
全
体
の
会
計

と
は
異
な
り
ま
す
。

「
あ
る
時
点
に
お
け
る
地
方
公
共

団
体
の
資
産
の
残
高
を
一
覧
表
に
し

た
も
の
」で
、
地
方
公
共
団
体
が
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
の
資
産

を
ど
の
く
ら
い
保
有
し
て
い
る
か
、
ま

た
、
そ
の
反
対
に
将
来
の
負
担
と
な
る

借
金
な
ど
地
方
債
な
ど
の
債
務
を
ど

の
く
ら
い
負
っ
て
い
る
か
を
表
す
も

の
で
す
。

な
お
、
今
回
掲
載
し
ま
し
た
バ
ラ
ン

ス
シ
ー
ト
は
、
普
通
会
計
の
も
の
で
す

の
で
、
競
艇
、
病
院
、
上
下
水
道
な
ど

の
各
事
業
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。
し

た
が
っ
て
、
こ
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
が

市
の
財
政
状
態
の
す
べ
て
を
表
す
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

借　　　方 貸　　　方

科　　目 金　　額 市民1人
当たり 科　　目 金　　額 市民1人

当たり

【資産の部】 【負債の部】

有形固定資産 1,402億4,333万円 171万円 固定負債

（うち土地） （578億1,681万円）（71万円） 地方債 279億1,898万円 34万円

投資等 退職給与引当金 61億5,780万円 7万円

投資及び出資金 5億6,473万円 1万円 流動負債

貸付金 10億2,504万円 1万円 翌年度償還予定額 21億4,552万円 3万円

基金 27億1,444万円 3万円 負債合計 362億2,230万円 44万円

流動資産 【正味資産の部】

現金・預金 45億9,402万円 6万円 国及び県支出金 175億9,760万円 21万円

未収金 11億8,998万円 1万円 一般財源等 965億1,164万円 118万円

正味資産合計 1,141億 924万円 139万円

資産合計 1,503億3,154万円 183万円 負債・正味資産合計 1,503億3,154万円 183万円

※ 「市民1人当たり」は、平成15年3月31日現在の住民基本台帳人口（81,920人）で割った額を1万円単位にしたもの
です。

資　産
（住民の財産）

次の世代に引き継ぐ財産
や権利などの金額

有形固定資産… 学校、保育園、公
民館等の土地や
建物など

投資等…外郭団体への出資金など
流動資産…現金、預金など

負　債
（将来の住民負担）
次の世代がこれから負担
しなければならない金額

地方債、職員の退職給与引当金
など

正味資産
（今までの住民負担）
今までの世代が負担し、将
来に負担を残さない金額

国・県支出金、税金など

＝ ＋

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

（
貸
借
対
照
表
）と
は

バランスシート
 ・行政コスト計算書

をお知らせします

蒲郡市の
平成15年3月31日現在の

全資産 1,503億3,154万円

全負債 362億2,230万円

資産（市民1人当たり） 183万円
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